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１．目的と概要 

このプロジェクト事業は、北アルプスの三俣山荘に併設された診療所で夏季に行わ

れている診療活動に関して、診療器具の充実による医師の診療環境を整えること、登

山客の安全のために登山知識を広めることを目的とします。 

 
 
２．実施期間（実施日） 

平成２６年７月２４日 から 平成２７年８月２６日まで 
 
 
３．成果の内容及びその分析・評価等 

このプロジェクトは、近年の登山ブームで登山に臨む方が増えている中で、登山に

関する知識や緊急事態に備えた事前の準備が不十分な登山者も多く、怪我や病気にか

かる方が増加する傾向があることを受けて立ち上がりました。私たちは、学生の立場

でできることを考えながら、診療活動に参加しました。具体的には、安心して診察を

受けられるよう診療環境を整える、医師の診察前に予診を取る、器具の洗浄や管理を

行うなどです。今年はオートクレーブ

用カスト、超音波洗浄機、酸素流量計

を新たに導入しました。カストと洗浄

機は器具の洗浄、殺菌に大きな効果を

発揮しました。また、酸素流量計を用

いることで、酸素吸入時の酸素流量を

正確に把握することができるようにな

りました。また、予診を取るために前

もって練習し、準備をして臨みました。 

また、登山者の方々に安全への意識

を持っていただくため、今年度からの

新しい試みとして、登山においてリスクの高い「低体温症」、「捻挫」についての講

習を山荘で行いました。隔日で行ったところ毎回２０～３０人と多くの方に参加して



 

 

いただき、質疑応答も活発に行われるなど充実したものになりました。「捻挫」につ

いては実際に三角巾を使って応急処置を実践していただく参加型の講習となり、参加

された方から好評でした。前もって勉強会をして準備をし、先生や班員とコミュニケ

ーションを取って行ったこの講習会は、私たちにとっても、とても実りのあるものと

なりました。 

また、三俣山荘だけでなく、近隣の山荘にも活動を広げています。三俣山荘の近くに

は水晶小屋や雲ノ平山荘といった山荘があり、そ

ちらの薬剤管理も今年度から行っています。近隣

とはいえ山荘間の道のりは長い登山道であり、そ

の移動に合ったサイズのザックを装着し、それに

よって無駄な体力の消耗を防ぐことができまし

た。また、大学名と三俣診療班の名前の入ったザ

ックカバーは、わたしたちの活動を広く知ってい

ただくのに役立ちました。 

 

 

 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

登山は楽しいものですが、同時に大きな危険を伴うものでもあります。地上では軽い怪

我で済むようなことでも、山上では大けがにつながる可能性があります。このプロジェク

ト事業を実施したことで、診療所の環境改善や設備の充実により、診療の安全性を高める

ことができました。また、登山の過程で起こりやすい怪我や病気に関する講習会を行うこ

とで、登山者に登山に伴う危険を認識してもらい、知ってもらうことができました。もち

ろん登山客の中にはしっかりと安全対策をされている方もいらっしゃいますが、十分な知

識もなく軽い気持ちで登山に臨まれる方もいます。そのような方々にも、考えを改めてい

ただくことができました。２０１４年８月１３日の朝日新聞に、講習会の活動が取り上げ

られましたので紹介させていただきます。３年生による捻挫についての講習を記事にして

いただいています。 

 



 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 
今回のプロジェクトでは、山上の決して十分に整っているとは言えない施設での医

師による医療を間近で見ることができ、医療

に対する関心を高め、将来医師になるものと

しての自覚を高めることができました。また、

できることが限られた環境において自分たち

にできることを考えて協力し合いながら計

画、行動することで、自主性や、協調性が養

われました。普段は医学生以外とはなかなか

関わることがないため、診療所で診療活動を

行う医師や診療所を訪れる患者さんと接しコ

ミュニケーションをとることは、とても良い  ↑学生による発表の様子 

  刺激になりました。 

 
 
６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等 

今回のプロジェクトの反省点を話し合ったところ、下記の意見がありました。 

・近くの地形についてもしっかりと勉強し、登山ルートについてのアドバイスなどもで

きるようになるとよいのではないか。 

・天候などによる不測の事態に対する準備や計画が不十分だったのではないか。 

・今回の講習会の内容以外にもまだまだ呼びかけが必要だと思われる内容があるので、

それらについても講習会を増やしてみてはどうか。 

これらは、学生同士の自主的な勉強会により改善できる部分も多くあります。そうで

ない部分も先生の意見を聞きながら、来年度はこれらの問題点を改善できるよう、話し

合って準備を進めています。 
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